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第６回　検数労連２０冬季一時金交渉１３：００～１４：００


修正回答に向けた追求も及ばず・・・


現回答の到達をもって収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明。











　１１月３０日（水）第６回検数労連２０冬季一時金交渉で、両協会に対し、再度修正に向けた交渉を行いました。


【日検協会】


　有額回答提示してから、労組より乗率の引き上げとα回答の底上げを求められて、検討を重ねてきたが、これまでも説明してきた通り、厳しい現状での経営判断としての回答であることを再度、申し上げて、労組の英断をお願いしたい。


【全日検】


　　全日検としても労組より







































































第６回一時金交渉経過














【日検協会最終回答】





１．支給額


（１）職員・雇員


（本給＋家族手当）×乗率＋都市加算＋α


（194,550円＋9,591円）×1.95ヶ月＋40,189円＋α


全国平均４３８，２６４円


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×乗率＋都市加算＋α｝×0.8×在籍日数／180日　　　　　　　　　　　　　





2．支給日　　　2020年12月10日





3．支給対象者　2020年12月10日現在、在籍の職員、雇員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





4．計算期間　　2020年6月1日より2020年11月30日までと


する。


5．その他の取扱いは、従来通りとする。


















































一律の修正回答を求められ、これまで検討を重ねてきたが、新型コロナウイルスの影響によって主力業務が減った中での回答であり、これ以上の修正は困難であることをご理解願いたい。


　【組合主張】


　組合は両協会からの回答を受け、休憩を挟み回答を分析。


これ以上の追求は困難と判断


し、現到達をもって収拾に向けた機関討議に入る旨を表明しました。


【両協会に対して】


　修正回答および諸要求の具


体的な前進回答が示されず不



















































































【全日検最終回答】








１．支給額


（１）職員


（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


（217,446円）×1.782＋24,152円＋α


全国一人平均411,６４１円＋α


①　一　律　＝　1年以上 5年未満　全国一律　　　13,000円


　　　　　　　　　　　 10年未満                18,000円


                   　  15年未満　　　　　　　　23,000円


　　　　　　　　　　　 20年未満　　　　　　　　28,000円


　　　　　　　　　　　 25年未満                53,000円


　　　　　　　　　　　 25年以上　　　　　　　　58,000円


②　α　＝　調整加算


（2）勤続一年未満の職員　　本給×1.7ヶ月


（3）その他身分


①　準職員　　　　　　半年未満　　全国一律　　　　25,000円


　　　　　　　　　　　1年未満　　全国一律　　　　55,000円


　　　　　　　　　　　5年未満　　全国一律　　　　75,000円


　　　　　　　　　　10年未満　　全国一律　　　 115,000円


               　   10年以上　　全国一律　　 　135,000円


②　契約雇員　　　　　　　　　　 全国一律    　 145,000円


　　


2．支給日：2020年12月10日（木）


ただし、5銀行営業日前までの妥結意思表明を条件とする。





３．その他


（１）支給日当日の在籍者に対し、2020年12月1日現在の身分給与により計算し支給する。


（2）支給計算期間について


2020年5月1日～2020年10月31日


（3）その他の取扱いは、従来通りとする。





満を残す結果となった。


　両協会の『α部分』が本交渉で提示されなかったことに強く不満を残す結果となった。


　各支部の収益動向はそれぞれの地域が抱える構造的な要因が大きく、これによる地域


間格差は職場で奮闘している組合員の生活を不安定にさせるものであることを強調する。


地域間格差回答については


今後も是正を強く求める。


　コロナ禍における収益の減少は経営上の問題であり、職場ではエッセンシャルワーカーとして通常稼働の中で奮闘していることを強調する。















































【日検協会に対して】


　都市加算が要求通りの回答となっており一定評価する。


　乗率２ヶ月は『生活安定』のためのスタートラインであることを強調する。


　一律については回答算式に入れるよう強く求める。


【全日検に対して】


　『特別評価』の全体配分については一定評価する。


　乗率重視の一時金回答の構築を今後も強く求める。


　一律部分の６段階の勤続年数による回答、準職員の勤続年数による一律回答、契約雇員の低額回答については是正を求める。







































































次回交渉：１２月３日（木）１４：００～


各地域闘争委員会は、１２月３日（木）


１１時までに『中闘見解』に対する意見をお願いします。











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


